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連携B水準（連携型特定地域医療提供機関）の指定

国立大学法人福井大学医学部附属病院 連携Ｂ水準（連携型特定地域医療提供機関）の指定申請

対象医療機関

指定要件

項 目 具体的な要件 根拠法令

① 医療計画等との

整合性

• 連携B水準の適用が地域の医療提供体制の構築方針（医療計画等）と整合的であること

• 地域の医療提供体制の確保のために必要な医師の派遣に係る業務であって、副業・兼業

により時間外・休日労働時間が年９６０時間を超えることがやむを得ない医師が在籍

• 法118条1項

• 規則87条

② 労働時間短縮計画

• 当該病院または診療所に勤務する医師その他関係者の意見を聴いて作成されたもので

あること。

• 次に掲げる事項が全て記載されていること。

（ア） 当該病院または診療所に勤務する医師の労働時間の状況

（イ） 当該病院または診療所に勤務する労働が長時間にわたる医師の労働時間の短縮に係る目標

（ウ） 当該病院または診療所に勤務する医師の労務管理および健康管理に関する事項

（エ） その他医師の労働時間の短縮に関する事項

• 法113条3項1号、

法118条2項

• 規則82条1項

③ 追加的健康確保

措置の実施体制

• 法108条1項の規定による面接指導ならびに法123条1項本文および同2項後段の規定によ

る休息時間の確保（勤務間インターバル、代償休息の付与）を行うことができる体制が整

備されていること。

• 法113条3項2号、

法118条2項

④ 労働法規違反の

有無

• 労働に関する法律の規定（労働基準法、最低賃金法のうち法施行令第14条で定めるも

の）の違反に関し、刑事訴訟法の規定による送致等が行われ、その旨が公表が行われた

ものであって、指定申請時において送致等から１年を経過していないこと。

• 法113条3項3号、

法118条2項

• 令14条

• 規則82条2項

⑤ 第三者機関による

評価結果
• 医療機関勤務環境評価センター（第三者機関）から送付される評価結果を踏まえること。

• 法113条4項、

法118条2項

（略称） 令和６年４月１日施行改正医療法＝法、同施行令＝令、同施行規則＝規則

4



要件を踏まえた具体的な検討

項 目 具体的な要件 適否 理由・意見等

① 医療計画等

との整合性

• 連携B水準の適用が地域の医療提供体制の構築

方針（医療計画等）と整合的であること

• 地域の医療提供体制の確保のために必要な医師

の派遣に係る業務であって、副業・兼業により時間

外・休日労働時間が年９６０時間を超えることがや

むを得ない医師が在籍

適

• 福大病院から地域の医療機関に医師を派遣しており、うち

約半数は医師確保計画上の医師少数区域に派遣

• 派遣医師は、1人当たり月に1～2回の手術応援に従事（平

均120時間／年・人の時間外労働）

• 派遣医師は、1人当たり週1～2回、4～8時間の外来診療等

に従事（平均450時間／年・人の時間外労働）

② 労働時間

短縮計画

• 当該病院または診療所に勤務する医師その他関

係者の意見を聴いて作成されたものであること。

• 次に掲げる事項が全て記載されていること。

（ア） 当該病院または診療所に勤務する医師の労働

時間の状況

（イ） 当該病院または診療所に勤務する労働が長時

間にわたる医師の労働時間の短縮に係る目標

（ウ） 当該病院または診療所に勤務する医師の労務

管理および健康管理に関する事項

（エ） その他医師の労働時間の短縮に関する事項

適

• 複数の診療科の医師をメンバーとする院内WGを立ち上げ、

労働時間の管理方法等の課題を検討の後、原案を全診療

科医師に説明、意見聴取を実施するなど緻密なプロセスを

経て策定

• （ア）について、各診療科別に実績を記載

• （イ）について、各診療科別にR６年度および計画終了年度

（R８年度）の目標時間外労働数を記載

• （ウ）について、勤怠管理システムの導入による労働時間管

理、毎月の安全衛生委員会によるチェックやその他の追加

的健康確保措置の実施体制を記載

• （エ）について、多職種によるタスクシフトに係る取組等記載
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要件を踏まえた具体的な検討

項 目 具体的な要件 適否 理由・意見等

③ 追加的健康

確保措置の

実施体制

• 法108条1項の規定による面接指導ならびに法123

条1項本文および同2項後段の規定による休息時

間の確保（勤務間インターバル、代償休息の付与）

を行うことができる体制が整備されていること。
適

• 長時間労働医師に対する面接指導ならびに勤務間イン

ターバルの確保および代償休息の付与については、具体

的な実施時期を定めた上で取り組む旨の記載を労働時間

短縮計画に明記しているほか、実施要綱・要領を策定し、

実施に向けて必要な体制を整備

④ 労働法規

違反の有無

• 労働に関する法律の規定（労働基準法、最低賃金

法のうち法施行令第14条で定めるもの）の違反に

関し、刑事訴訟法の規定による送致等が行われ、

その旨が公表が行われたものであって、指定申請

時において送致等から１年を経過していないこと。

適

• 左記事実がない旨の誓約書を確認

⑤ 第三者機関

による評価

結果

• 医療機関勤務環境評価センター（第三者機関）か

ら送付される評価結果を踏まえること。 適

• 「医師の労働時間短縮に向けた医療機関内の取組は十分

行われており、労働時間短縮が進んでいる。」（全体評価）

○ 当該病院が担う医師派遣は、地域の医療提供体制を確保するために不可欠であり、その結果、派遣先での時間外労働を通算すると
年960時間を超える時間外労働を行う医師が生じることはやむを得ない。（要件①）

○ 年960時間を超える時間外労働を行う必要があるとしても、法定の要件を満たす労働時間短縮計画の策定（要件②）、追加的健康確保
措置の実施体制（要件③）、労働法規違反の事実がないこと（要件④）をそれぞれ確認するとともに、第三者機関による評価も適正（要件⑤）

○ 以上のことから、県としては法118条1項に基づき、福井大学医学部附属病院を連携B水準として指定を行うこととしたい。

県としての見解（案）
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